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2011年３月の東日本大震災に伴う東京電力福

島第一原発事故で放出された放射性物質を含む

汚泥が、事故から５年経った今も横浜市立学校

に保管されています。

横浜市立の43校の学校では、雨水をトイレの

水洗などに利用する雨水利用施設があります。

問題の汚泥は、雨水利用施設の貯留タンクにた

まったもの。2013年度の調査で、17校では国に

指定申請できると規定されている１キログラム

あたり8,000ベクレルを超えており、指定廃棄物

としてドラム缶に入れて保管されています。

保管場所では高い線量

みわ智恵美市会議員は、2013年度調査で一番

放射線量が高い汚泥を保管している港南台ひの

特別支援学校(港南区)を訪れ、汚染汚泥の保管

状況を視察しました。

汚染汚泥は、３本のドラム缶に入れられ、鉛

シートで覆われて、消火ポンプ室内に保管され

ていました。ドラム缶の近くの放射線量は毎時

0.48～0.50マイクロシーベルトでした。ポンプ

室は、コンクリートに覆われ、子ども達が立ち入

る場所ではありませんが、部屋の外の線量0.04～

0.07マイクロシーベルトの約10倍の値です。

古谷やすひこ市会議員は、2013年度調査で最

も多量の汚泥を保管している末吉小学校(鶴見区)

を調査。汚染汚泥が５本のドラム缶に入れられ

て消火ポンプ室に保管されていました。

古谷議員が持参した線量計の値は、ポンプ室

内で毎時0.10～0.15マイクロシーベルトを示し

ました。

「環境省の責任で、おわび」

みわ、古谷両市議は４月、畑野君枝、斉藤和

子両衆院議員らとともに環境省を訪れ、一刻も

はやく市と協議し、国の責任で学校から放射能

汚泥を移動するよう、求めました。

日本共産党議員らは「教育現場に指定廃棄物

が置かれたままというのは速やかに改善する必

要がある」との要請書を環境相あてに

提出しました。

対応した同省の廃棄物・リサイクル

対策部指定廃棄物対策チームの熊倉基

之計画官は、学校での保管が続いてい

るのは「環境省の責任であり、おわび

申し上げる」と陳謝。市と相談する場

を設けたいと述べました。

放射能汚染汚泥は早く学校から移動を
畑野衆議院議員らとともに環境省に要請

放射能汚染汚泥が入ったドラム缶(右)を調査するみわ智

恵美市議(左)とあさか由香党神奈川県雇用・子育て相談

室長＝３月29日、横浜市立港南台ひの特別支援学校

放射能汚染汚泥が入ったドラム缶(左)を調査

する木佐木 ただまさ党県議(右)と古谷やすひ

こ市議(中)＝４月６日、横浜市立末吉小学校


